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研究成果の概要（和文）： 聖書のメタファを「現代でも通じる／通じない」という意味的基準で分類し、認知意味論
における現行のメタファ理論を通時的視点から検証した。その結果、現行の理論はメタファの認知メカニズムは包括的
に理論化しつつあるものの、そのメカニズムを発動させ言語表現を生成・解釈する過程は十分に捉えきれているとは言
えず、翻訳論との学際的研究により理論を精緻化できると結論付けた。また、現代英語のコミュニケーションでは、聖
書由来のメタファ表現が創造的に利用されていることから、その認知メカニズムの探求も追加して検証した。

研究成果の概要（英文）： This research classified the metaphorical expressions in the Bible into two 
categories on the semantic basis of “comprehensible/incomprehensible to people today” and the validity 
in the current theory of metaphor is diachronically verified. The conclusion is that the current theory 
of metaphor is comprehensively theorizing the cognitive mechanisms, but the process where the mechanisms 
become activated and the expressions are created or interpreted is not fully pursued. Therefore, the 
interdisciplinary studies of cognitive semantics and translation studies will make the theory more 
plausible. Furthermore, the metaphorical expressions derived from the Bible are so creatively used in the 
present-day communication that the studies of the cognitive mechanisms are additionally dealt with.
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１．研究開始当初の背景 
古英語期から現代英語期の間に翻訳され
た英訳聖書のメタファは、そのほとんどは、
旧約聖書原典のヘブライ語メタファに遡る。
しかしながら、英訳聖書のメタファをヘブラ
イ語メタファおよびラテン語訳聖書におけ
るメタファと比較・対照しながら体系的に分
類し、認知意味論の観点からその構造を総合
的に考察する研究は、国の内外を問わず皆無
に等しい。それ故、本申請課題の成果は、英
訳聖書のメタファ解明に留まらない。古代ヘ
ブライ人と現代人の「百科事典的知識」は、
時代・文化・宗教などが異なるため（現代の
言語間にみられる各々の独自性よりもはる
かに）質的に大きな相違があると推定される
が、それにもかかわらずメタファが理解され
る仕組みを考究することは、共時的な研究に
基づいて構築されてきた現在のメタファ理
論の検証、修正、並びに、発展にも大きく貢
献するものと思われる。 

 
２．研究の目的 
聖書を中心とする英語史上のデータを用
い、主として共時的データに基づいて構築 
されてきた認知意味論的メタファ理論の妥
当性を通時的視点から検証することを目的
とする。旧約聖書原典の古代ヘブライ語（以
下、ヘブライ語）メタファの収集と分析、ラ
テン語訳聖書におけるヘブライ語メタファ
の受容と変容の分析、そして、ラテン語訳聖
書から間接的に訳出された古英語期・中英語
期・近代英語期の英訳聖書とヘブライ語聖書
から直接訳出された近代英語期以降の英訳
聖書におけるメタファの受容と変容を分析
し、最終的には時代・文化・宗教といった「百
科事典的知識の質的相違」を越えてメタファ
が理解されるメカニズムを英語史・認知意味
論の観点から総合的に明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 ヘブライ語聖書とその間接訳または直接訳
であるラテン語訳聖書、古英語訳聖書、中英
語訳聖書、近代英語訳聖書、現代語訳聖書に
おけるメタファ表現を採集し、これらのメタ
ファ表現を、橋本・八木橋 (2006・2007・2008)、
Haiman (1980）、Lakoff and Johnson (1980)、
Langacker (1987、1993)、Croft (1993）、Kövecses 
and Raden (198)、Kövecses（2001、2005、2006）、
Semino (2008)等で明らかにされた認知意味
論の研究成果を活用して分析し、聖書のメタ
ファ構造を明らかにする。 
 
４．研究成果 
研究計画に記したとおり、研究課題遂行に
当たっては、フィロロジ分野は研究代表者が
担当し、認知意味論分野は研究分担者が担当
した。まず、ヘブライ語聖書、ラテン語訳聖
書英訳聖書からメタファ表現（主としてメタ
ファとメトニミ）を採取し、分析対象となる
データを整理した。採集したデータは膨大な

数に上るが、初年度に設定した分類の基本原
則に基づいてヘブライ語、ラテン語、古英語、
中英語、近代英語、現代英語別にタグをつけ
るとともに、意味論の観点から 1）「現代でも
通じるメタファ」2)「現代では通じないメタ
ファ」という振り分けも行った。特に 1)に関
して、翻訳過程によってメタファに変容が生
じている事例については、思弁的にならない
よう留意しながら、資料的裏付けをとって考
察を進めた。データを分析し、認知意味論に
おける現行のメタファ理論を通時的観点か
ら検証した結果は以下の通りである。 
① 「現代でも通じるメタファ」は、主とし
て方向や身体部位に関わる表現が多く、
身体性や一般認知能力の観点から構築さ
れた現行のメタファ理論で説明しうるこ
とを確認した。 
②「現代では通じないメタファ」は、主とし
て当時の自然・社会・文化・宗教的背景に基
づく表現が多く、メタファの認知的メカニズ
ムを共有しているだけでは理解が及ばない
ことを確認した。すなわち、いにしえより
我々人間は、身体性や一般認知能力に動機づ
けられたメタファの基本原理を共有してい
るという点では、現行のメタファ理論に不備
は認められないが、通時的なメタファの変容
を説明する場合、メタファの認知的メカニズ
ムを作動させる背景知識（ならびにその概念
レベルでの捉え方）を考慮しなければいけな
いということである。 
③上記②を理論化する場合、メタファ理論に
「（聖書）翻訳論」の知見を導入することが
有効であることを確認した。直接訳・間接訳
の別を問わず、聖書は神の言葉を記した書で
あるため、訳者は原典にできるだけ忠実に訳
出しようとする一方、翻訳は読み手の理解の
範囲に収まるような訳出上の工夫が必須で
ある。現行のメタファ理論は、メタファの認
知的メカニズムは包括的に理論化しつつあ
るものの、そのメカニズムを発動させ言語表
現を生み出す／解釈される過程は十分に捉
えきれておらず、翻訳論との学際的研究によ
り理論を精緻化できることを確認した。また、
現代の英語コミュニケーションにおいて、聖
書（主として『欽定訳聖書』）由来のメタフ
ァ表現を暗示引用として活用する用例が無
数に確認されている。そのため、研究計画を
拡張させ、スキーマ・プロトタイプ・拡張事
例に基づく聖書由来表現の創造的使用につ
いても考察を行った。その成果は、橋本功・
八木橋宏勇訳『聖書起源のイディオム 42章』
（慶應義塾大学出版会 [原典：David Crystal. 
2011. Begat. Oxford University Press]）の訳者注
に記載したほか、八木橋宏勇「ことわざの創
造的使用に関する認知的考察」（『杏林大学研
究報告 教養部門』第 30巻）等にて公表した。 
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